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誘電正接 tanδの変化に対する入力インピーダンスの計算を行っている．次に，誘電体表面から距離 d 離れた位
置に厚さゼロのアンテナ導体があるものと考えて，その距離dを変化させて入力インピーダンスの計算を行って















  間隙 g による影響は半波長共振付近は小さく，より高周波数領域で影響が大きい．間隙 g が 0.2mm 以下で
は半波長共振付近のインピーダンス特性はほとんど変化しないので，今回の計算では，間隙 g を実測して
? 49 ?
0.2mm以下であることを確認した上で，g=0とする． 
上記のように，アンテナ導体電流の位置をアンテナ導体の厚さの半分とした改良形計算モデルを用いて計算した
入力インピーダンスは，誘電体の比誘電率に関係なく，実測値と良く一致する結果が得られている．また，本解
析法による結果は，等価電磁流による表面積分方程式を用いた市販のモーメント法解析シミュレーションソフト
ウェアによる計算値と比較し，実測値との一致性も良く，解析精度の点で優れていることを示している． 
 
 第5章の結論では，各章で得られた研究成果をまとめている．以上の研究により，高誘電率を有する誘電体の
近傍に置かれたアンテナの特性解析に適用できる高精度のガラーキンモーメント法を開発し，モーメント法の適
用範囲を拡大することができたことを述べている． 
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